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当
館
は
、
１
９
６
１(

昭
和
36)

年
か
ら

１
９
６
２(

昭
和
37)

年
に
か
け
て
、
天
理
市
に

あ
る
東
大
寺
山
古
墳
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
調
査
で
は
大
量
の
鉄
製
武
器
類
が
出
土
し
、

そ
の
う
ち
１
本
の
鉄
刀
に
は
、
２
世
紀
の
中
国

の
年
号
「
中
平
」
の
字
が
金
で
刻
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
鉄
刀
は
２
世
紀
に
中
国
で
作
ら
れ
、

倭
国
に
贈
ら
れ
た
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
こ
ろ
の
倭
国
は
ま
さ
し
く
卑
弥
呼
が

生
き
た
時
代
に
あ
た
り
、
こ
の
刀
は
中
国
か
ら

卑
弥
呼
に
贈
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
、
き

わ
め
て
重
要
な
遺
物
で
す
。
卑
弥
呼
の
時
代
か

ら
100
年
も
の
時
を
経
て
、
な
ぜ
か
こ
の
刀
は
東

大
寺
山
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
の
で
す
。

　

発
掘
調
査
に
先
だ
っ
て
、
東
大
寺
山
古
墳
か

ら
は
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
出
土
品
と
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土
品
は

合
わ
せ
て
文
化

庁
が
保
有
す

る
こ
と
と
な

り
、
東
京
国

立
博
物
館
に

運
ば
れ
ま
し

た
。
そ
し
て

１
９
７
２(

昭

和
47)

年
に
は
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、

東
京
国
立
博
物
館
の
主
要
な
展
示
品
と
し
て
活

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
発
掘
調
査
報
告

書
は
刊
行
さ
れ
な
い
ま
ま
、
半
世
紀
の
年
月
が

流
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
０(

平
成
22)

年
に
い
た
っ
て
日
本
学

術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
、
そ

の
発
掘
調
査
報
告
書
『
東
大
寺
山
古
墳
の
研
究
』

を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

当
館
の
創
立
80
周
年
を
記
念
す
る
こ
の
展
覧

会
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
出

土
品
の
里
帰
り
を
実
現
し
、
当
館
が
所
蔵
す
る

出
土
品
や
周
辺
遺
跡
の
出
土
品
と
合
わ
せ
て
一

堂
に
会
し
、
こ
の
地
域
が
誇
る
文
化
財
を
多
く

に
方
々
に
ご
覧
頂
く
と
と
も
に
、
東
大
寺
山
古

墳
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
の
成
果
を
広
く
公

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
み
が
え
る
ヤ
マ
ト
の
王
墓

腕輪形石製品

◇
主
催
／
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
・
東
京

国
立
博
物
館

◇
後
援
／
奈
良
県
天
理
市
・
奈
良
県
教
育
委
員

会
・
天
理
市
教
育
委
員
会
・
読
売
新
聞
大
阪
本

社
・
読
売
テ
レ
ビ
放
送
・
奈
良
テ
レ
ビ
放
送

□
■
□
関
連
叻
吰
呉
吟
□
■
□

◇
講
演
会
①

「
卑
弥
呼
叉
東
大
寺
山
古
墳
厙

　

日
時
／
９
月
25
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

講
師
／
金
関　

恕
氏

　
　
　
　

(

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
館
長)

　

会
場
／
陽
気
ホ
ー
ル(

天
理
参
考
館
西
隣)

　

定
員
／
370
名(

当
日
先
着
順 

午
後
０
時
30
分

　
　
　
　

か
ら
受
付
開
始)

※
受
講
に
は
当
日
の
入
館
券
の
半
券
が
必
要

◇
講
演
会
②

「
東
大
寺
山
古
墳
叏
被
葬
者
像
可
探
召
厙

　

日
時
／
10
月
16
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

講
師
／
白
石
太
一
郎
氏

　
　
　
　

(

大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
館
長)

　

会
場
／
陽
気
ホ
ー
ル(

天
理
参
考
館
西
隣)

　

定
員
／
370
名(

当
日
先
着
順 

午
後
０
時
30
分

　
　
　
　

か
ら
受
付
開
始)

※
受
講
に
は
当
日
の
入
館
券
の
半
券
が
必
要

◇
列
品
解
説

　

日
時
／
９
月
27
日(

月)

・
10
月
26
日(

火)

・

　
　
　
　

11
月
21
日(

日)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

会
場
／
当
館
３
階
企
画
展
示
室

◇
今
回
の
展
覧
会
開
催
に
併
せ
て
劣
発
掘
調
査

　

当
時
の
貴
重
な
写
真
を
３
階
ロ
ビ
勖
に
展
示

　

し
ま
す
。

―
東
大
寺
山
古
墳
と
謎
の
鉄
刀
―

創
立
80
周
年
記
念
特
別
展
②

◇
会
期
／
咎
月
22
日(

水)

哎
11
月
23
日(

火
呍
祝)

◇
会
場
／
咈
階
企
画
展
示
室

呍
他

天理参考館

ニュースレター

化

腕輪形

家形環頭
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ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦(

Ｕ
Ａ
Ｅ)

は
建
国
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
世
界
に
先

駆
け
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
初
の
考
古
学
・
歴
史
文
化
遺
産

の
展
覧
会
を
日
本
で
開
催
し
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島

の
自
然
環
境
に
即
し
た
人
々
の
暮
ら
し
と
生

活
、
砂
漠
の
文
化
と
海
を
通
し
た
文
化
交
流
の

歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
一
国
で
あ
る
シ
ャ
ル
ジ
ャ
首
長
国

と
金
沢
大
学
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
展
覧
会

で
す
。
シ
ャ
ル
ジ
ャ
首
長
国
は
ユ
ネ
ス
コ
か
ら

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
文
化
首
都
に
選
ば
れ
、
博
物

館
な
ど
文
化
施
設
が
整
備
さ
れ
、
重
要
な
遺
跡

の
発
掘
調
査
も
進
ん
で
い
ま
す
。
金
沢
大
学
は

１
９
８
７
年
以
来
「
海
の
文
化
交
流
史
」
を
テ

ー
マ
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
考
古
学
調
査
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
シ
ャ
ル
ジ
ャ
首
長
国
の
考
古
学

資
料
、
首
長
所
蔵
の
世
界
的
な
古
地
図
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
伝
統
文
化
資
料
な
ど
、
古
代
か
ら
現

代
に
至
る
多
彩
な
資
料
を
初
公
開
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ア
ラ
ビ
ア
・
悠
久
の
ロ
マ
ン
に

浸
っ
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇
主
催
／
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
シ
ャ
ル
ジ
ャ
首

長
国
・
金
沢
大
学
・
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館 

◇
後
援
／
奈
良
県
天
理
市
・
奈
良
県
教
育
委
員

会
・
天
理
市
教
育
委
員
会
・
読
売
新
聞
大
阪
本

社
・
読
売
テ
レ
ビ
放
送
・
奈
良
テ
レ
ビ
放
送

□
■
□
関
連
叻
吰
呉
吟
□
■
□

◇
講
演
会
①

「
古
地
図
叏
読
叠
方
厙

　

講
師
／
神
﨑
順
一
氏(

天
理
図
書
館
司
書) 

「
叻
吐
呀
呎
吷
叏
社
会
叉
文
化
厙

　

講
師
／
澤
井
義
則
氏(

天
理
大
学
教
授) 

　

日
時
／
１
月
22
日(

土)　

午
後
１
時
か
ら

　

会
場
／
当
館
研
修
室

◇
講
演
会
②

<
第
咆
講>

「
叹
呀
吪
叹
半
島
可
掘
召
厙

<
第
咇
講>

「
奈
良
出
土
叏
叻
吐
呀
呎
吷
陶
器
厙

　

講
師
／
佐
々
木
達
夫
氏(

金
沢
大
学
教
授) 

　

日
時
／
１
月
29
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
／
当
館
研
修
室

◇
叹
呀
吪
叹
叏
舞　

卣
吰
呁
呎
吗
呉
吐
叏
公
演
卣

　

月
日
／
１
月
15
日(
土)

　

時
間
／<

１
回
目>　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

 <

２
回
目>　

午
後
３
時
か
ら

　

出
演
／JU

N
 &

 J

☆Jam
yla

　

会
場
／
当
館
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

列
品
解
説

　

日
時
／
１
月
26
日(

水)

午
後
２
時
30
分
か
ら

　

会
場
／
当
館
３
階
企
画
展
示
室

　

こ
の
夏
も
引
き
続
き
テ
ル
・
レ
ヘ
シ
ュ
遺
跡

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
来
年
度
が
発
掘
調
査
報
告
書
を
刊

行
す
る
年
に
当
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
第
１
期

(

１
次
～
７
次)

の
区
切
り
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
お
お
よ
そ
わ
か
っ
て
い
た
こ

と
を
報
告
書
の
文
章
に
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
を

確
認
し
、
皆
の
意
見
を
統
一
し
て
お
か
な
い
と

い
け
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
念
押
し
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
従
っ
て
そ
ん
な
に
広
い
面
積

は
必
要
な
い
の
で
す
。
い
つ
も
の
半
分
程
度
で

し
た
。

　

そ
れ
で
も
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
１

つ
は
、
新
た
に
円
形
遺
構
と
呼
ん
で
い
る
オ
リ

ー
ブ
を
砕
い
て
油
を
絞
る
施
設
が
み
つ
か
り
、

合
計
６
基
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
れ
と
ユ
ダ
ヤ
教

成
立
以
前
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
女
神
像
が

２
体
出
土
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
最
上

層
に
は
ロ
ー
マ
時
代
の
建
物
が
あ
り
、
フ
レ
ス

コ
画
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
わ
か
り
ま

し
た
。
今
回
は
オ
リ
ー
ブ
の
搾
油
施
設
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
を
砕
く
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
紙

No.
７
で
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
直
径
約
1.8
ｍ
、

深
さ
約
0.5
ｍ
に
石
を
組
み
合
わ
せ
、
平
ら
な
底

を
一
方
に
や
や
傾
斜
さ
せ
、
最
も
低
い
位
置
に

石
製
の
ボ
ウ
ル
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
に
、
オ
リ
ー
ブ
を
潰
し
た
も
の
を
集
め
、
さ

ら
に
そ
れ
を
絞
っ
て
オ
リ
ー
ブ
油
を
得
る
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
発
掘
し
た
面
積
は
そ
ん
な
に
広

い
も
の
で
は
な
い
の
に
テ
ル
・
レ
ヘ
シ
ュ
遺
跡

か
ら
は
６
基
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
６
基
と
い

う
数
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
遺
跡
が
イ
ス
ラ
エ

ル
国
内
で
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
最
多
と
い
う
こ
と
で
す
。
テ
ル
・
レ
ヘ

シ
ュ
遺
跡
は
、
他
の
西
ア
ジ
ア
の
遺
跡
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
交
通
の
便
利
な
場
所
に
作
ら
れ
た

町
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
主
要
道
か
ら

や
や
奥
ま
っ
た
位
置
に
あ
り
、
不
便
な
町
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。
そ
の
不
便
さ
を
押
し
て
当
時
の

住
人
が
住
み
続
け
た
の
は
、
あ
る
い
は
オ
リ
ー

ブ
を
入
手
す
る
の
に
良
好
な
地
形
と
植
生
が
あ

っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
オ
リ
ー
ブ

油
を
他
の
町
に
送
り
出
す
一
大
産
地
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
油
は
、
エ
ジ
プ

ト
や
イ
ス
ラ
エ
ル
各
地
に
送
り
出
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。(

山
内)

シ
ャ
ル
ジ
ャ
、
砂
漠
と
海
の
文
明
交
流

創
立
80
周
年
記
念
特
別
展
③

青銅製杯　青銅器時代
( 前 2000 ～ 1300 年 )

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る

　
　
　
　

発
掘
調
査(

六)

オリーブの搾油施設

◇
会
期
／
咇
咅
咆
咆(

平
成
23)

年
咆
月
咊
日(

水)　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哎
２
月
咋
日(

日)

◇
会
場
／
咈
階
企
画
展
示
室

呍
他

｜
ア
ラ
ビ
ア
の
歴
史
遺
産
と
文
化
｜

〔
テ
ル
・
レ
ヘ
シ
ュ
遺
跡
⑤
〕　
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天
理
市
豊
田
町
の
東
700
ｍ
の
尾
根
先
端
部
に

豊
田
城
と
呼
ば
れ
る
山
城
が
あ
り
ま
す
。『
大

和
志
料
』
と
い
う
大
正
時
代
に
書
か
れ
た
書
物

に
よ
れ
ば
、「
豊
田
殿
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
築
城
時
期
は
15
世
紀
中
頃
で
、
天
理

市
豊
田
町
を
本
拠
と
す
る
豊と

よ
だ
ら
い
え
い

田
頼
英
が
築
き
ま

し
た
。
頼
英
は
88
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
後
、
永
禄
11(

１
５
６
８)

年
10
月
に
松
永

久
秀
に
攻
め
ら
れ
落
城
す
る
ま
で
、
大
和
の
中

世
山
城
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
横
堀(

空
堀)

を

多
用
し
た
堅
固
な
山
城
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
山
城
は
戦
い
の
場
で
、
ま
た
山

の
中
な
の
で
生
活
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。
普
段

の
生
活
は
、
追
手
道
を
下
り
た
と
こ
ろ
に
あ
る

平
坦
地
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
い
が
起
こ
れ
ば

山
に
逃
げ
込
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
豊
田
城
の

麓
で
も
生
活
し
て
い
た
様
子
が
布
留
遺
跡
の
東

北
隅
の
発
掘
調
査
で
分
か
っ
て
お
り
、
50
×
45
ｍ

四
方
の
居
館
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
山
城
と
居
館
が
セ
ッ
ト
関
係
で
と
ら
え
ら

れ
る
の
が
、
中
世
の
城
の
特
徴
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

今
で
は
戦
国
の
世
を
生
き
抜
い
た
人
々
の
生

活
の
痕
跡
は
、
地
中
深
く
に
埋
ま
っ
て
見
え
ま

せ
ん
が
、
城
跡
は
当
時
の
人
々
の
技
を
し
っ
か
り

伝
え
て
い
ま
す
。

名
ば
か
り
の
秋
、

一
度
涼
を
求
め

て
登
っ
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。(

太
田)

　

 

外
側(

外
区)

に
花
の
紋
様
を
配
し
、
内
側

(

内
区)

に
脚
の
付
く
鬼
面
紋
を
表
わ
し
た
鬼
瓦

で
す
。
板
状
に
な
っ
て
い
る
の
で
昔
は
鬼
板
と
も

呼
ば
れ
、
棟
の
端
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

紋
様
を
見
る
と
、
額
に
は
二
股
の
枝
角
と
そ

の
中
央
に
架
空
の
花
模
様
で
あ
る
宝
相
華
の
花

が
あ
り
ま
す
。
目
は
大
き
く
表
現
さ
れ
、
口
は

耳
ま
で
裂
け
、
上
下
の
門
歯
の
間
か
ら
舌
を
覗

か
せ
て
い
ま
す
。
舌
を
出
す
の
は
家
内
安
全
を

意
味
し
、
舌
を
出
す
こ
と
と
で
家
に
入
ろ
う
と

す
る
禍

わ
ざ
わ
いを

追
い
払
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
紋
様
は
、
中
国
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
品
に

見
ら
れ
る
蹲そ

ん
き
ょ踞

の
姿
勢
を
示
し
た
魌き

と

う頭
と
呼
ば

れ
る
唐
代
の
鎮
墓
獣
や
殷
代
の
饕と

う
て
つ餮

紋
に
似
て

い
ま
す
。
特
に
殷
代
の
饕
餮
紋
は
、
顔
面
だ
け

を
顕
著
に
表
現
し
た
も
の
と
、
顔
面
の
ほ
か
に

前
肢
が
添
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
鬼
面

紋
の
源
流
は
こ
の
殷
代
の
文
物
に
求
め
る
の
が
い

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
漢
代
に
は
饕

餮
紋
が
変
化
し
て
獣
面
紋
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
に
外
来
的
要
素
を
加
え
て
、南
北
朝
時
代
（
４

～
６
世
紀
）
に
鬼
面
紋
が
成
立
し
、
朝
鮮
半
島

で
花
ひ
ら
い
た
後
、
日
本
へ
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ

の
流
れ
が
、
平

城
遷
都
に
お
け

る
平
城
宮
の
鬼

瓦
に
影
響
を
与

え
る
の
で
す
。

(

太
田)

　

今
年
の
４

月
か
ら
、
１

階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

に
鎮
座
し
て

い
る
巨
大
な

頭
だ
け
の
像
は
、

も
う
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。
こ
の
像
は
、

今
か
ら
約
３
０
０
０
年
前
に
メ
キ
シ
コ
で
栄
え
た

オ
ル
メ
カ
文
明
の
代
表
的
な
遺
物
で
あ
る
巨
石

人
頭
像
の
レ
プ
リ
カ
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
像
が
当
館
に
や
っ
て
来
た
の

は
１
９
５
５(

昭
和
30)

年
の
こ
と
。
即
座
に
展

示
室
入
口
前
に
設
置
さ
れ
た
同
像
は
、
当
館
の

看
板
的
な
存
在
と
し
て
来
館
者
の
方
々
に
親
し

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
45

年
も
の
長
期
に
渡
り
展
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
館
が
現
在
地
へ
移
転
す
る
の
を
機
に
、
公
開

を
一
旦
休
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
移
転
後
も
同
像
の
所
在
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
が
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
公
開
休

止
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
目
の
今
年
、
創
立
80
周

年
を
記
念
し
て
開
催
し
た
「
神
々
の
物
語
が
息

づ
く
メ
キ
シ
コ 

―
古
代
文
明
の
記
憶
―
」
展
の

目
玉
展
示
と
し
て
、
同
像
は
装
い
を
新
た
に
再

登
場
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
キ

シ
コ
展
終
了
後
も
常
設
展
示
と
し
て
、
今
日
も

来
館
者
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
末

永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。(

梅
谷)

　

１
９
７
８(

昭
和
53)

年
、
天
理
教
教
会
本
部

で
は
、
１
９
８
６
（
昭
和
61)

年
の
教
祖
百
年

祭
を
執
り
行
う
に
あ
た
り
、
神
殿
の
東
西
に
建
っ

て
い
る
仮
東
、
仮
西
礼
拝
場
を
撤
去
し
、
本
普

請
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
布
留
遺
跡
天
理
教
発
掘
調

査
団(

現
埋
蔵
文
化
財
天
理
教
調
査
団)

は
、

天
理
教
教
会
本
部
、
天
理
市
並
び
に
奈
良
県
教

育
委
員
会
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
の
末
、
発
掘

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
ま
だ
、
埋
蔵
文
化
財
に
対
す
る
認
識

は
低
く
、
ま
し
て
や
天
理
教
教
会
本
部
の
境
内

で
地
面
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
な
ど
、
不
可
能
に

近
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
す
で
に
東
西

の
礼
拝
場
が
建
っ
て
お
り
、
調
査
を
す
る
に
は
、

建
物
の
撤
去
や
移
動
が
必
要
で
し
た
。
何
よ
り

参
拝
者
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
、

天
理
教
営
繕
部
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
頂
き
、
何
と
か
発
掘
調
査
が

実
現
し
ま
し
た
。

  

調
査
は
１
９
７
８(

昭
和
53)

年
の
10
月
か
ら
、

１
９
８
１(

昭
和
56)

年
３
月
に
か
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
広
い
面
積
を
効
率
よ
く
調
査
す
る
た

め
、
試
掘
と
本
調
査
に
分
け
、
ま
ず
西
礼
拝
場

地
区
か
ら
着
手
し
、
続
い
て
東
礼
拝
場
地
区
へ

と
移
り
ま
し
た
。
試
掘
の
結
果
に
よ
り
、
発
掘

の
範
囲
を
広
げ
、
調
査
面
積
は
最
終
的
に
東
西

礼
拝
場
地
区
を
合
わ
せ
て
２
０
０
０
㎡
と
な
り

ま
し
た
。
注
目
す
べ
き
調
査
結
果
は
、
次
号
で

報
告
し
ま
す
。 (

高
野)

豊田山城縄張り図

― 

布
留
遺
跡
三
島
（
里
中
）
地
区 

―

豊
田
城

鬼
面
紋
鬼
瓦

メキシコ ・ ベラクルス州
前 13 ～ 10 世紀　高 237cm

東
西
礼
拝
場
の
地
下
を
掘
る
（
１
）
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ン
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広
く
一
般
の
方
々
に
当
館
を
さ
ら
に
身
近
な

施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
諸
文
化
の

理
解
と
教
養
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
公
開
講
演
会
で
す
。
講
演
は
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
30
分(

受
付
は
午
後
１
時)

か
ら

研
修
室
に
て
。
受
講
無
料(
入
館
料
が
必
要)

。

　

今
年
度
は
、
創
立
80
周
年
記
念
特
別
展
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
講
演
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
た
め
、
ト
ー
ク
・
サ
ン
コ
ー
カ
ン
の
後
期

開
催
分
は
３
回
と
な
り
ま
す
。

第
咇
咅
咉
回

「
物
部
氏
叏
奥厬

厱

叅

厯

津
城
厒
杣
之
内
古
墳
群
可
考
厪
召
厙

◇
月
日
／
11
月
27
日(

土)

◇
講
師
／
日
野　

宏(

当
館
学
芸
員)

　

布
留
遺
跡
の
南
に
位
置
す
る
杣
之
内
古
墳
群

に
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
終
末
期
古
墳
ま
で

連
綿
と
し
て
首
長
墓
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
、
古
代
豪
族
の
盛
衰

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

-4-

　

「
関
西
文
化
の
日
」
は
関
西(

２
府
７
県)

圏
域
内
の

方
々
に
広
く
美
術
作
品
や
資
料
に
接
す
る
機
会
を
提
供

し
、
美
術
・
学
術
愛
好
者
の
増
大
を
図
る
と
と
も
に
圏

域
外
に
向
け
て
も

”文
化
が
息
づ
く
関
西
”
を
広
く
か

つ
力
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
圏
域
へ
の
集
客
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
館
は
本
年
も
こ
の
主
旨
に
賛
同
し
、
左
記
の
期
間

無
料
で
常
設
展
示
お
よ
び
創
立
80
周
年
記
念
特
別
展

「
よ
み
が
え
る
ヤ
マ
ト
の
王
墓
」
を
観
覧
頂
け
ま
す
。

　

ま
た
、
同
期
間
に
あ
わ
せ
11
月
21
日(

日)

に
は
開

催
中
の
特
別
展
列
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

　

◇
期
間
／
11
月
20
日(

土)
～
23
日(

火
・
祝)

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　

(

入
館
は
午
後
４
時
ま
で)

休
館
日　

毎
週
火
曜(

休
日
の
場
合
は
休
日
後
の
最
も
近
い
平
日)

　
　
　
　
　

た
だ
し
毎
月
25
日
～
27
日
、４
月
17
日
～

　
　
　
　
　

 

19
日
、７
月
26
日
～
８
月
４
日
は
開
館

　
　
　
　
　

創
立
記
念
日(

４
月
28
日)

　
　
　
　
　

夏
期(

８
月
13
日
～
17
日)

　
　
　
　
　

年
末
年
始(

12
月
27
日
～
１
月
４
日)

入
館
料　

大
人
400
円
、
団
体(

20
名
以
上)

300
円
、　

　
　
　

 　

小
・
中
学
生
200
円(

※)

　
　
　
　

※
学
校
単
位
の
団
体
は
無
料
。
事
前
申
込
要

交
通　

電
車
／
JR
桜
井
線
天
理
駅
・
近
鉄
天
理
線

　
　
　
　
　

天
理
駅
下
車　

南
東
へ
徒
歩
約
30
分

　
　
　

車
／
西
名
阪
道
天
理
I.C.
か
ら
国
道
169
号
線
を

　
　
　
　
　

南
へ
約
３
㎞　

駐
車
場
あ
り(

無
料)

そ 

の 

他　

団
体
見
学
は
事
前
に
ご
連
絡
願
い
ま
す

世
界
叏
生
活
文
化
叉
考
古
美
術
叏
博
物
館

編
集
後
記

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
９
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号

は
今
年
度
開
催
す
る
当
館
創
立
80
周
年
記
念
特
別
展

「
よ
み
が
え
る
ヤ
マ
ト
の
王
墓
」「
シ
ャ
ル
ジ
ャ
、
砂
漠
と

海
の
文
明
交
流
」
を
中
心
に
掲
載
し
ま
し
た
。
講
演
会

や
ダ
ン
ス
公
演
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。(

片
山)

利
用
案
内

　

〒
６
３
２-

８
５
４
０

　

奈
良
県
天
理
市
守
目
堂
町
２
５
０
番
地

　

Tel 

０
７
４
３-

６
３-

８
４
１
４

　

Fax 

０
７
４
３-

６
３-

７
７
２
１

　

U
R

L
  http://w

w
w

.sankokan.jp/

　

携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
か
ら
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館

「
関
西
文
化
の
日
」

ト
ー
ク
・
サ
ン
コ
ー
カ
ン

第
咇
咅
咊
回

「
南
海
電
車
叏
歴
史
叉
鉄
道
部
品
厙

◇
月
日
／
咇
月
26
日(

土)　

◇
講
師
／
乾　

誠
二 (

当
館
学
芸
員)

　

現
存
す
る
日
本
最
古
の
私
鉄
で
あ
る
南
海
電

気
鉄
道
は
、
120
有
余
年
も
の
間
、
和
歌
山
と
大

阪
の
足
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
乗
車
券
や
時
刻
表
、
観
光
案
内
な

ど
の
紙
資
料
か
ら
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
と
と
も

に
、
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
や
行
先
板
な
ど
の
鉄
道
部

品
か
ら
資
料
収
集
の
世
界
を
垣
間
見
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

第
咇
咅
咋
回

「
古
代
日
本
叏
鏡

　
　
　
　
　
　

卣
三
角
縁
神
獣
鏡
叙
叏
叹
吮
呄
呎
吘
卣
厙

◇
月
日
／
咈
月
19
日(

土)　

◇
講
師
／
藤
原
郁
代 (

当
館
学
芸
員)

　

古
墳
時
代
の
鏡
は
、
も
と
は
中
国
か
ら
日
本

ト

三角縁神獣鏡
奈良県　富雄丸山古墳出土
径 21.7cm

厬
詫
叔
叉
訂
正

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
８
号
に
て
掲
載
し
た
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

誤　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
発
掘
調
査(

四)

〔
テ
ル
・
レ

　
　
　

ヘ
シ
ュ
遺
跡
③
〕

　

正　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
発
掘
調
査(

五)

〔
テ
ル
・
レ

　
　
　

ヘ
シ
ュ
遺
跡
④
〕

に
渡
っ
て
き
た
も
の
で
し
た
。
そ
こ
に
表
さ
れ

た
文
様
は
、
当
時
の
中
国
で
信
じ
ら
れ
て
い
た

神
々
の
世
界
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
鏡
の
文
様
を
読
み

解
い
て
、
三
角
縁
神

獣
鏡
の
理
解
を
深

め
た
い
と
思
い

ま
す
。

入
館
無
料
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